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「阪急うめだ本店 ２０１２年１１月下旬グランドオープン」について 
 
 
現在建て替え工事中の「阪急うめだ本店」のグランドオープンについて、概要が決定いたし

ましたので、別紙「阪急うめだ本店 ２０１２年１１月下旬グランドオープン」のとおり、   

お知らせします。 
 
 
１．グランドオープン後の「阪急うめだ本店」の概要 
   店舗名称        阪急うめだ本店 
   所在地         大阪市北区角田町８－７ 
   売場面積        ８０，０００㎡ 
   営業フロア       地下２階、地上１３階 
   開業時期        ２０１２年１１月下旬 
   売上目標（開業初年度） １，９００億円 
   ※阪急百貨店メンズ館を含む「阪急本店」の売上目標（開業初年度）は、 

２，１３０億円となります。 
 
２．業績に与える影響 
   現在精査中であり、２０１２年３月期の決算発表時（５月１０日予定）において、 

次期業績予想に織り込み発表します。 
 
 



























■ 環境への配慮

梅田阪急ビルはCASBEE（ 建築物総合環境性能評価システム ）
最高ランクS評価を取得

主な環境・省エネ対策

◎空調
　・ターボ冷凍機、ガス吸収式冷温水機など最新の高効率機器を採用。
　  また夜間電力を 利用した「氷蓄熱システム」により、昼間の電力ピークをカットします。
　・機器のインバーターが室内の発熱に応じて、空調用の送風量や冷・温水量を制御します。
　・夏期・冬期は館内のＣＯ２濃度に応じて取り入れる外気量を最小限とし、外気負荷を軽減します。
　  それ以外の季節は外気を全面的に取り入れた冷房を行い熱源負荷を削減します。

◎照明
　・全照明器具の５０％をＬＥＤ化。その他も高効率照明器具や長寿命器具を採用しています。
◎給排水
　・厨房排水、手洗排水を処理して、便所洗浄水に再利用することで年間６.６万㎥の水道水を節約。
　  また、節水型便器の採用により、年間１０.６万㎥の水道水を節約できます。

◎搬送
　・ダストシュートを採用し、エレベーター運行にかかる電力量を削減します。
　・エレベーターやエスカレーターの駆動部にインバーターを採用し、電力量を削減します。

◎エコマテリアル
　・代替フロン冷媒の熱源機器や、代替ハロンガスである窒素ガスによる消火設備を採用。
　　（フロン、ハロンガスを使用していません。）
　・建物の基礎には高炉セメントや再生砕石を利用し、天然資源の保護に努めました。

◎緑化
　・周辺景観に配慮し、建物周囲と屋上に植栽を配置。
　  また９Ｆをはじめ店内にも随所に植栽を配置しています。
＊CASBEE・・・2001年に財団法人建築環境・省エネルギー機構によって開発された建築物の環境性能評価システム。
　　　　　　　 建築物が環境、周辺環境にいかに配慮しているか、ランニングコストに無駄がないか、
　　　　　　　 利用者にとって快適であるか、などの性能を客観的に評価・表示するために用いられている指標。

梅田阪急ビルにおける阪急うめだ本店の延床面積は旧本店比１２０％ながら、
ＣＯ２の総排出量は５５％（１㎡あたりの排出量は４５％）を達成した
環境にやさしい省エネ設計です。

■ 震度７でも安心の制振構造
　 梅田阪急ビルは制振ダンパーで地震のエネルギーを吸収する構造を採用しており、
　 震度７クラスの大地震でも建物のダメージを軽減し、店内への影響を最小限に抑えます。
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